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　会議の場で意見が出ない、まとまらないという経験はありま
せんか？そんな時、「ファシリテーション」のスキルがあると
スムーズに進むかもしれません。
 　今年5月に発足した「小城ファシリテーション研究会」は仕
事や家庭の中で生かせる会話の技術を磨こうと、月に一度勉強
会を開催し、会員は実際に会議の場でファシリテーターとして
活躍されています。
　同会の
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樂　さんは「ファシリテーションを行うためには、
参加者同士をつなげ、話しやすい場を作るスキル、バラバラの
意見をまとめる“構造化”のスキル、そして、参加者が納得できる
“合意形成”のスキルが必要です。そのためにまずは、相手の意見を聞き、受け入
れることが大切です」と話されます。
　また、ファシリテーションでは発言を文字や“図式（グラフィック）化”すること
で考えが整理され、新たな意見が出やすくなるそうです。
　この日グラフィッカーを務めた
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孝　さんは「発言者の言葉のニュアンスを変え
ないように、聞いたままを書きます。何度も出てくる言葉はキーワードだと思うので、
大きく書いています」とポイントを語ります。
　そして、
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子　さんは「以前は自分の主観を基準にして、他人の行動を判断して
いましたが、今では相手の行動の理由に思いをはせられるようになりました。家族を
はじめ、人間関係で生かせることが学べますよ。気軽にご参加ください」と微笑みます。

相手の思いを受け止める　小城ファシリテーション研究会
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小城のいろんな話
題を

突撃レポートする
おぎレポ

平成30年6月30日現在　（前月比）
人口／45,240人（＋31）　世帯数／16,366世帯（＋36）
人口の内訳　男性／21,453人（＋17）　女性／23,787人（＋14）

■住民基本台帳にもとづく人の動き

小城市広報 「さくら」 次号の9月号は8月20日発行です。

「トマトのパルフェ（アイスクリーム）」
今月の料理

●トマト … ２個（約300ｇ）
●ホイップクリーム（植物性）
　  …………………… 100ｇ
●クリームチーズ … 90ｇ
●砂糖 ……………… 35ｇ
●はちみつ ………… 大さじ１

〈クッキー生地〉
●ビスケット 
　… ９枚（約49ｇ）　
●バター
　…… 35ｇ

●レモン汁
　  ………… 大さじ１
●ラム酒 … 小さじ１
●ゼラチン … ５ｇ
●水 ………… 30ｇ 

ワンポイントアドバイス

クッキー生地は、
スプーンなどでしっかり
平らに押し固める。

材 料（セルクル型１個分　直径１２ｃｍ） 

８等分１切れ（１85kcal）
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2

下準備としてゼラチンを水でふやかしておく。クッキー
生地を作るために、ビスケットをビニール袋に入れ、
めん棒で細かく砕き、溶かしバターを加えてなじませる。
皿に置いたセルクル型に敷き詰め、冷蔵庫で冷やし固
める。
トマトを湯むきして種を取り除き、小さく切り、
はちみつ、レモン汁を鍋に入れ２～３分煮る。
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4

5
6

2にふやかしたゼラチン、砂糖を加えて溶かし、火を止め
てラム酒を加える。
クリームチーズをゴムベラでなめらかになるまで練り、粗
熱が取れた3を少しずつ加えながら混ぜる。
ホイップクリームを６分立てにし、4に加えてよく混ぜる。
冷蔵庫で冷やし固めたクッキー生地に5を
流し込み、冷凍庫で冷やし固めたら完成！
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•毎月第２水曜日　19時～
•会場　ゆめぷらっと小城
•参加費　無料

次回は
８月 ８日
９月12日今後の予定

レシピレシピ
旬の食材


